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ドジョウやキビナゴなどの餌をセットしたテ
ンヤ仕掛け（オモリとハリが一体になった仕
掛け）をキャストし、リールを巻いて引き寄
せながら誘う釣り方です。遠投性に優れるうえ、
タナを自在に調整できることから広範囲を探
れます。また、手返しよく探れるだけに、数
が期待できるまづめどきなどには特に有効な
釣り方だといえます

②引き釣りスタイル道糸：ナイロン３号、
ＰＥ１号前後
トラブルの少ないナイロン、もしく
は扱いに慣れが必要なものの細号柄
を使えるぶん遠投がききやすいＰＥ
ラインを使用します。号数は飛距離
を考慮してナイロンなら３号、ＰＥ
なら１号前後がおすすめです。
なお、のびが少ないうえ、こすれに
弱いＰＥラインを使用する場合はシ
ョックを吸収する役割と根ズレ対策
としてフロロ３～４号を１ヒ　

　ロほど先
糸（リーダー）としてセットしてお
きましょう。

ケミカルライト
37～75㍉
ウキ釣りスタイルと同様に
集魚効果を期待してサルカ
ンの上にセットします。サルカン10～12号

道糸とテンヤにつないだワイヤー
ハリスを接続するためのアイテム
です。ヨリモドシとも呼ばれるよ
うに仕掛けのヨレを軽減する効果
があります。

ワイヤーハリス40～45番30㌢前後
基本的な考え方はウキ釣りスタイルと同様です。
テンヤを追わせて食いつかせるため、ウキ釣りの
ように食い込みを意識する必要はありません。強
度を優先して40～45番程度の太めを使用すれば
ＯＫです。

スナップサルカン10～12号
ワイヤーを巻きつける必要があるなど餌つけに時間がかかる
テンヤ釣りの場合、あらかじめ餌をセットしたテンヤ仕掛け
をいくつか用意しておくことで手返しアップがはかれます。
スナップサルカンを用いれば、その際のテンヤ仕掛けの交換
をスムースに行なえます。

タチウオ用テンヤ４～６号やＳ～Ｌサイズ
夜光カラーのヘッド（オモリ）がついたハリです。ヘッドの後部にある突起に頭を刺したのちに銅
線などを巻きつけて固定するという方法にて餌をセットします。
号数は飛距離や狙うタナ、引く速度に応じて使いわけます。たとえば、遠くの深ダナでアタリがで
るようなら６号、浅いタナをゆっくりと引きたいときは４号という具合です。そのときどきの状況
によって使いわけるのが釣果をのばすコツとなるため、各号数を用意しておきたいものです。

スピニングリール
25000～3000番
使用する道糸を100㍍
ほど巻けるサイズを選
びましょう。ウキ釣り
と同様に高価なモデル
でなくてもＯＫです。
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道糸とサルカンはクリンチノットで結束

サルカンとワイヤーハリスは
スリーブで圧着して接続

スナップサルカンとワイヤーハリスは
スリーブで圧着して接続


